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1.夜叉神峠をへて南側室へ

初夏の早朝中央線甲府の駅前に降り立つと酉の方

角に雪渓の白く光っている大山脈が家並を圧して連

底っているのが見える.これが南アノレプスである.

その北端にとがったピラミッド形の山体をしているのが

甲斐駒ガ岳で南(左方)に向って鳳嵐山･白根三山

匁どの南アルプス北部の連嶺カミ並んでv･る.これらの

山はいずれも標高200～300mほどの甲府盆地から

いき在り2000mを越える高度差をもってそそり立って

いる.ちょうど盆地の平らな地形から前山を越して

急峻な地形の1⊥1腹に移るあたりに本州を胴切りするよ

うな形の大断層としてE･ナウマン(地質ニュｰス第167

号参照)以来知られているフォッサ･マグナの酉の縁を

限る糸魚川一静岡構造線カミ走っているのである.鳳風

三山に登ってこの断層線とその付近の地質を訪ねてみ

よう.

フォッサ奮マグナの西の縁

～鳳鳳山塊(南アルプス北部)の旅～

かつては相当の体力と経験を必要とした南アノレプス

の山々も奥地開発の手がのび山小屋や林道が整備さ

れるに従って楽に登山できる山に在りつつある.鳳

風三山はなかでも一番手頃な山で途中一泊で縦走で

きる.二泊すればたっぷりと地形や地質も見学でき

るだろう.

駅前から芦安行きのバスに乗る.竜王付近で車窓の

右手近くに見える低い丘はここから北方へ30kmも離

れた八ガ岳火山の泥流の末端である岨小淵沢からはじ

河内洋佑

まって目野春･長坂･韮崎へと七里岩の名にふさわし

い崖の列はこの泥流(韮崎泥流)の作った地形である.

竜王の少し先でバスは荒れ果てた釜無川の広い河床

を渡る.河原は甲斐駒～鳳嵐山塊からきた花樹岩礫の

まっしろな反射でひどくまぶしい.正面に見える山脈

ミダイ

の深い切れ目が御勅使川が切り刻んで作った谷間で

目指す芦安ほこの奥にあるのだ.御勅使川の谷間の左

にあるのか櫛形山である.名前のようにスカイライン

から甲府盆地へまっすぐにのびている幾条ものひだが

櫛の窟を連想させる.

道ばたの木はまっしろにほこりをかぶってv'るし

バスはひどくゆれる.よく見るとこのあたりは道も

畑も石ころだらけだ.そして畑にはおもに桑が植えら

れている.これはあたりが御勅使川の扇状地だから

である.山あいりを流れる川カミ平野に出るととた

んに運搬力をなくしてそこに運んできたや砂を落とし

て行く.こうしてできた扇状地は本来土壌に乏しく

水はけカ玉よすぎるのでごく限られた作物しか育た狂い

のである.地形図を広げてみると等高線が塩沢付近

を中心に半円状に重なってV'て扇状地(fan)の名に

ぴったりだことカミわかるであろう.フォッサ･マグナ

の西の縁にはこういう地形がことに多い.北アノレプ

スの東麓つまり松本平の西方にも至るところにこうい

う地形カミみられることを知っている人も多いことだろう.

第1図御勅使川の扇状地

第2図�
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塩沢を過ぎて道はいよいよ谷間に入る.道路ばた

の崖も河床g転石もことごとく緑色をおびている

これは櫛形山層と呼ばれるグリンタフGreenT雌(第

三紀中新世の特徴的な緑色凝灰岩につけられた総称)が

この付近に露出しているためである.あとで山を下る

ときもう一度お目にかかれるだろう.

芦安でマイクロバスにのリかえる.ここからの道は

さらに急になる.道路の対岸に大きなグリンタフの崩

壊地が現われその上に角ばった岩塊がたくさん入った

地層がひっかかっているのが見られる.これは崖錐と

呼ばれるもので急傾斜の岩場の下などによくできてい

る.山岳地帯のガレの大半はこれである.ここは崖

錐の断面がよく見えるので面白いところである.

桃の木鉱泉への遣が別れたところで橋を右へ渡ると

もう道ばたの岩石の露出は全部頁岩と砂岩にかわって

いる.風化の度合に応じて岩石の表面の色は黒

茶褐色灰色などといろいろに変るがもう緑色をした

ところは見られない.これは桃の木屑と呼ばれるや

はり中新世の砂岩頁岩互層である.先刻芦安の少し

上手まで見えていた櫛形山層との関係(たとえばどち

らカミより古いのかといった問題)は長年の研究にもか

かわらずまだよくわかっていない.夜叉神峠までの

ジグザグした登りの間じゅうずっとこの地層である.
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第3図

夜叉神トンネ

ル西口付近の

ノレｰト図

夜叉神トンネルの少し手前にある一軒の旅館の前で車

をおリる.ここが夜叉神峠への登り口だ.しかし峠

へすぐ登りはじめる前に夜叉神トンネノレをくぐって

野呂川林道ぞいの見学をしてみよう.この林道は1962

年秋に完成したのだがその結果かっては2000m以上

の峠を越えて再び河床に下ってから登りはじめなけれ

ばたらなかった日本第2の高峯北岳の登山も甲府から

強行目掃りも可能狂ほどに短縮されてし塞ったのである｡

トンネルの東口にはトンｰ率ル内の湧水を吐き出す水

の音が高くひびいている.おそらくこのトンネルの

まんなかあたりに断層破砕帯カミあるのであろう.も

ちろんこの破砕帯はすぐ西側にある糸魚川一静岡構

造線と深いつなかりをもつものと思われる.

芦交付近の大きな岩錐このあたりはグリンタフの櫛形山屑である

トンネルを酉に出ると野呂川の深い谷をへだてて

残雪のまばゆい白根三山が目の前である.道はだの崖

に注意してみよう.一見黄色カミかった褐色だがよく

みるともともとまっしろ荏石の表面が黄褐色になった

ものである.これは石英斑岩か流紋岩と呼ばれる岩石

で糸魚川一静岡構造線にそって地下のマグマカミ入って

きたものである.糸魚川一静岡構造線のよう放大きな

割れ目にそってこのようにマグマがあとで貫入してく

ることがよくある.大きさ1～2mmの黄金色をした

鉱物(黄鉄鉱)が石英麹1岩の中にポツポツ入っている

林道をもう少し進むと短いトンネル(弁天トンネノレ)

がある.このトンネルの入口の左手にある岩石はペラ

ペラとはげやすくしかもその面は垂直に立っている.

これこそ南アノレプスのおも狂部分を作っている岩石な

桃の木屑の砂岩頁岩の亙屑�
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のである.桃の木屑の頁岩と同じくもともとは海底に

たまった泥だったのだが地下深くに押し込められた末

このようたペラペラした千枚岩になってしまい南アル

プス全体の隆起の結果再び目の目をみることになった

ものである.先刻の石英斑岩との境はどうなっている

のか惜しいことに数mほど露頭が即'.しかしこの露

頭のない部分に糸魚川一静岡構造線が走っているはず

である.大きな断層だからもっと何百mにもわたり

岩石カミクチャクチャに砕けているだろうと思って期待し

てくるとちょっとガッカリする.しかしこういうこ

とは決して珍しいことではない.わずかばかり粘土

カミはさまってv'るだけだがそこが実は大き注断層だと

いうこともよくあることである.鳳鳳山でももっと

北の方では何百mもの断層破砕帯がみられるところカミ

ある.

これから先はずっとまっ黒な千枚岩が続く.とき

どき白っぽい砂岩や淡い緑色をした凝灰岩がはさまる

ことがあるが野呂川の上流の広河原まで大体千枚岩

といってよい.ただ北へ行くほど鳳鳳山花開岩に近づ

くのでその入ってきた時の勲の影響で千枚岩は硬く

なりいろいろな接触変成鉱物カミできている.その様

子は夜叉神峠から鳳鳳山へ向う登山道の転石でもみら

れるので戻って先を急ぐとしよう.この黒色千枚岩

はついこの間まで古生層といわれてきた(大ていの登山

ガイドブックにはそう書いてある)カミ集はもっと新ら

しく中生層であることが最近知られた.

もどって旅館の前から岬への道をたどるかなりきつ

い登りだ.しかし登りついた峠の上からの北岳の眺め

はすばらしい.さきほど夜叉神峠トンネルの西口から

眺めたのとはやはり違った感激がある.北岳から間の

岳へと連なる稜線のところどころに雪をたたえた半円

形のくぼみが見られる.これは氷河の跡でカｰルと

呼ばれるものである.今から何万年か前の大氷河時代

に雪線沸今よ聾も叉000醐近く降下したなき紀で慧花もの

である.南アノレプスでは当時も緯度や偏西風の関係で

雪はあまり多くなかったのか北アルプスのようにたく

さんのカｰノレは残っていない､北岳から間の岳にかけ

ての稜線のようにいくつものカｰルが並んで一望できる

のは南アルプスではここだけである.富士山には氷河

遺跡は在いカミそれは大氷河時代にはまだ現在の富

士山はなかったためである.富士山が噴火をくり返し

ながら徐々に高くなって行くのを氷の衣を次第に脱ぎ

すてなカミら北岳が見まもってきたのである.夜叉神峠

の頂上に立って当時をしのんでみるのは地質学を学

ぶ者だけの知るひそかな楽しみの一つである.

峠の頂上に期待するあま一ゆ登りつく少し前の足元の

石に気カミつか在かっただろうか.丸い石ころの集まっ

て固まったものである礫岩があったことに気のついた人

もあるだろう.桃の木屑の中にはさまっている礫岩の

一部カミここに露出しているのである.礫の種類を調べ

てみると白っぽい珪質のチャｰト黒いスレｰト灰

色の砂岩などが大部分だが花開岩が時々はいっている.

この花闇岩はどこからきたのだろうか.実はまだ確定

はでき広いがおそらく甲斐駒一風風山塊からきたもの

と見るのカ茎正しいだろう.すなわちこの礫岩が海の

底にたまったころ甲斐駒一風風山はもう地表に姿を

現わしていたとv'うことを礫岩は物語っている.

夜叉神峠からいよいよ稜線伝いの鳳嵐山縦走がはじ一ま

る.ハイカｰたちはたいていここで帰ってしまい.

重そう在リュックサックをかついだ人たちだけがたどる

道である.しかし道はよく整備されている.

野灘州林漕潜いの羅亀予救砦幻鱒頭

ガレアク守

峠から5分も行かないうちに大産頭山の巨大なガレ

が正面に見えてくる.荒れ果てた金山沢へ向って山

子繊媛刺ζ1愛護嚢叔勉砂幾のソ

舳幾一ジ鶴遺砂翻意苧救幾

義勇もあ毎次ぬ腿カ秘か湯嶋

とひ藩酬護慈飢る皮算も予

鋤れてし護ラ�



一33一

桃の木屑の礫繕(山下昇氏撮影)

頂から谷底まで一気にそぎ落したようなこのガレは正

に大ガレの名にふさわしい.このガレはほとんど全部

挑の木屑からたっている.というのは弁天トンネルの

入口でみた糸魚川一静岡構造線は大産頭山の酉の肩を

通ることがわかっているからである.このように大規

模なガレを作るのは多分岩石が断層によって破砕され

ているためだと思われる.しかしわたしたちのこの

ガレに近づこうとする試みはまだ完全に成功してい削'

ためはっきりしたことはわからない.ガレの下の金山

沢には頁岩や砂岩にまじって夜叉神峠のすぐ下でみ

たような礫岩や夜叉神トンネルの西口にあったような

石英斑岩なども落ちてきている.

大産頭山への短いが急な登りをすぎると道は比較的

ゆるやかに狂る.このあたりは針葉樹の原生林が美

くしい.氷河周辺地形の一つといわれている二重山稜

がこのあたリにはいくつもあり道をたどっているだ

焼地蔵花開岩折尺のわきの黒い切れ切れの細い線は電気石脈

けでもすぐ気がつくものもある.二重山稜とは尾根の

上に見られる舟底型のくぼみで船くぼとも呼ばれる排

水口のない奇妙な地形である.よく湿地帯や水たまり

になっていてコバイケイソウなどが群生している.

登山道の上で糸魚川一静岡構造線カミどこかをはっきり

指し示すことは露頭カミなくて転石ばかりの敵もあって

たいへんむずかしい.桃の木屑も断層の近くではペラ

ペラの千枚岩になっていて構造線の西側の中生層との

区別は肉眼ではむずかしいためでもある｡道ばたの

落ち石に白い花陶岩がはじめて出てくる付近と考えて

だいたいよいだろう.この花開岩は焼地蔵花闇岩と呼

ばれているもので鳳鳳山の本体を作る花闇岩とは大変

みかけの違ったものである.いまやわたし達は地質学

上の東北日本から西南日本へ一歩を踏み入れたわけであ

る.焼地蔵花闇岩の中にとりこまれて入っている愛輝

緑岩の緑色の転石もかなり多量に落ちている･この愛

輝緑岩は緑は緑でも芦安あたりのグリンタフとは全く

ホルンフエルトもともとありた堆積堵の細かな葉理の熱変成作用のため強調されて摺曲した縞

轡樹をなしている

な'ぺ

ホルンフェルスを網状に貫ぬいている甲斐駒型

花碑岩�
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大ナジカ峠び〕ガレを登るこの大ガレの中腹を糸魚川一

静岡構造練が走っている崩壊が絶え間なく続いている

異なったもので岩石を作っている一つ一つの結晶の粒

カミあらく白くて細長い斜長石と緑黒色の細長い角閃

石とは目ではっきり区別できる.

千頭星山への道が別れるあたリで焼地蔵花鵠岩とは

お別れである.焼地蔵花筒岩はこのあたりで尾根の東

側へ移ってしまうからでそれからの転石はすべてホノレ

ンフエルスになる.縦走路からは見えないカミ千頭星

山へ連なる大ナジカ峠への支稜の北側にも大産頭山で見

たのと同様な大き柱ガレが発達している.これは地形

図にも出ているものでガレの中腹に20度ぐらV･のゆる

い傾斜の衝上断層で焼地蔵花開岩が桃の木屑の上にす

リ上っているのが見られる.

鳳嵐山への登山道は辻山の東の肩をまいてゆるい下

りで南御室へ向っている.辻山の頂上もそうだが登

山道に沿って南御室小屋カミ林の間からみえてくるあた

りまでずっとホルンフェルスが続く.ホノレンフエ

ルスとは地下で花嵩岩カミ貫入してくるときの熱によっ

て既存の岩石が焼かれて再構成されたものである｡

ここではそのもとの看は中生層の千枚岩類である.今

では固さ&いい色つやと1いいもと淋あのペラペラ

した千枚岩であることをうかがい知ることはむづかし

い.しかし泥岩がホノレンフエルスになったものなど

では全く均質一様な岩石で釦荻)にここでは白っぼ

いところと黒っぽいところか数節獺ぐらいの縞になっ

ていてかすかはもとの千枚岩のペラペラ(片理)を反

映している｡片理も何も扱いた花の泥のかたまった

ものにすぎなかった泥岩が千枚岩になるよう植変化は

おもぼ強い圧力やそれに伴う細か板ズレ動きの作用に

よるものと考吏られる秘これを動力変成作用と呼んで

いる.それに対して泥岩や千枚岩がホルンフエルス

に柾るときのようにおもに熱の作用によるものを接

触変成作用また熱変成作用と呼んでいる.変成作用に

よってできた岩石カミ変成岩である.千枚岩もホルンフ

ェルスも変成岩であるか辻山付近のホノレンフエルス化

した千枚岩はこの2つの性質の異なる変成作用カ主つぎ

つぎに重なってできたものなので複変成岩ともいわれ

ている.

南御室小屋は山間のわずか匁平地に建てられた丸木作

りの素朴な小屋だ.ここで鳳鳳山からの尾根も辻山

からの尾根も断ち切られた形にたっている.この平地

は細長く北酉の方へずっと延びていてそれに沿ってか

すかな踏み跡注どもついている.縦走路は小屋の前

からすぐ北へ向ってぐんぐん登りになるのだが間違っ

てこの平地に入る人もあるらしい.数年前にこの平

地の踏み跡に沿って立石沢に迷い込んだ遭難事件が起き

たことカ三ある.それはさておきこの平地の方向は

大体ホノレンフェノレスと花開岩の境を示している.小屋':

甲斐駒花開岩とホルンフェルスの撹このようにジグザグしていた

碧ホノレンフエルスを欠きとってとリこんでいることが多い

鳳風花開岩四角いカリ長石の斑晶が多いことに注意細長く

のびた黒いぽい捕獲岩がマグマの流れた方向を示している�
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御室沢(あるいほ大塚沢大概涙大滝の落1コここほ焼地蔵花開岩で

とも呼ばれる)の大滝を望むこある

の滝の上に鳳鳳甲斐駒焼地

蔵の3花開岩間=ヒの関係を示す露

頭があるがなかなか近づきがたい

のあたりの花筒岩は甲斐駒型と呼ばれているものである.

その特徴を小屋の前にある大きな転石で調べてみよう.

まず粒添あらいことに気がつく.無色透明なのは石

英である.陶器のように白色不透明なのは長石であ

る.長石には正長石と斜長石と洪あるが肉眼だけで

の区別はむつかしい.よく見ると黒雲母が入ってい

る.針か注にがて突くとうすくはげるしちょっと

赤茶けた色なのですぐわかる.黒くて細長い四角形を

したのは角閃石である.結局この花闇岩は負閃石黒雲

母花闇岩と名づけることが適当であることがわかる.

さきほど採集した焼地蔵花筒岩と比べてみると焼地蔵

花筒岩の方カミ粒がこまかくしかも白っぽい(黒い鉱物

が少ない)ことで区別できる.同じ花筒岩といっても

ずいぶん違った見かけを示すことに驚かされる.

鳳鳳山の南方にあるのに甲斐駒花嵩岩たどと呼ばれ

るのは甲斐駒ガ岳がこの岩石でできていることにも

とづいている.鳳風型の花闇岩とは見かけカミ違ってい

るカミもともと一つのマグマからできたもので甲斐駒

型は鳳恩型のまわりをとりまいて分布しているのであ

る.すなわち甲斐駒型は周辺相鳳鳳型は中心相で

ちょうどリンゴの身と皮のような関係にあると考えてよ

い今ではほとんど人淋通らなくなってしまったが小

屋のうら手の水場からの小沢にそって東の方へ小武

川の上流へ下る道カ三ありそのずっと下ったところに

焼地蔵花闇岩と鳳鳳甲斐駒花開岩との関係を示す露頭カミ

ある.それによれば鳳副･甲斐駒花闇岩を焼地蔵花

嵐岩カミ貫ぬいていることがわかる.もっともこの露頭

は道からは離れているし非常に危険なカケの下なので

うかつに近づくことはすすめられない.

鳳鳳型と甲斐駒型の両花闇岩をリンゴの身と皮の関係

にたとえた淡その通り甲斐駒型はたいへんうすい.

南御室の小屋から縦走路を登りはじめるともう鳳鳳型

の花闇岩である.つまりここではせいぜい幅数10mし

かない.

鳳風型は甲斐駒型よりももう少し黒っぽくまた何よ

りも矩形乳白色の長さ数㎝におよぶ正長石カミ斑点のよ

うに入っていることカミ特徴である.鳳風型花闇岩か風

化するとこの正長石が脱け出してポロポロ落ちてい

るので鳳風型の分布しているところはすぐわかる.

鳳鳳型に比べて甲斐駒型の方が風化してボロボロ

になりやすい.南御室小屋のあるところの平地は甲

斐駒型か風化して侵蝕が多少早く進んだためにできた

ものとみられる.もっともそれなら甲斐駒ガ岳が高

くそびえ立っているはずはない理屈になるが少なくと

も鳳嵐山のまわりでは上のようなことがいえそうであ

る.(つづく)(筆者は地質部)

大滝の落口の上にはみごとな岩脈

状捕獲岩があるこれは一見すると

焼地蔵花開岩を貫ぬいている岩脈の

ようにみえるが実は逆に花筒措に

とリこまれたものでニセ岩脈など

とも呼ばれている.�


